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１．開会 中標津町都市住宅課長 佐瀬 光史 

定刻となりましたので、ただ今より令和４年度第２回 

中標津町空家等対策協議会を開催いたします。本日は、

お忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございます。

次第に入る前に、ここで第 1 回目、所要により欠席とな

っておりました西村委員より一言いただきます。 

 

２．挨拶 町長 西村 穣 

 

西村でございます。第１回目では、肩の手術で入院し

ててですね不在のため、代理で副町長が出席しました。

空き家の話になりますと、うちの町も人口が減ってまし

て、戸数は増えているわけでありますけれども、今後ど

んな風な整理をするのかと心配されるところであります。

これは先んじてですね。いろいろ議論して、遅れないよ

うに対応していくことが、とても大切なことだと思いま

す。北海道的に見ればですね。もう空き家空き家で、困

ってるって言うのはたくさんあると思います。将来に向

けてどんな整理をするのか、空き家に関わらず色んな問

題があると思いますので、しっかり施策をして対応して

いければと思います。私も、微力ではございますけれど

も、参加させていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

５．会長挨拶  

中標津町空家等対策協議会 会長 安藤 淳一 

会長をさせていただきます。安藤と申します。前回に

引き続きまして、今回もどうぞよろしくお願いいたしま

す。前回の空家等対策協議会の時の、委員の皆様の意見

を伺いまして、改めて中標津町独自の空き家の対策が必

要だなと、いろいろな問題があることが明らかになった

なというふうに思っております。それを踏まえて計画を

進めていかなければなりませんけれども、そのためにも、

委員の皆様の忌憚のないご意見をたくさん取り入れるよ

うな形で計画を作成できればなと思っておりますので、

今回もたくさんのご意見いただければと思っております。

今日はよろしくお願いします。 

 

・議事（１）中標津町空家等対策計画について 

安藤会長：議事（１）中標津町空家等対策計画策定につ

いてですが、前回の計画書（案）では、現状及び関連計

画までの記載となっておりました。第１回会議の議論を

基に、課題や対策について計画（案）として掲載した部

分について、たくさんありますので、分割しながら事務

局より説明お願いいたします。 

 

資料説明（Ｐ32 4空家等に関する課題） 

 

安藤会長：ただいまのご説明につきまして、ご意見ご質

問等あればお願いします。私の方から質問させていただ

きます。a.近隣への悪影響ということで、かなり傷んで

いる空き家、あるいは実際にそういう空き家による影響
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での事故の時は、実際はどんなような対応しておかなき

ゃいけないかっていう、アイデアみたいなものはあるの

でしょうか？ 

 

佐藤社長：倒壊、環境悪化ということですので、やはり、

例えば台風が来たときとか、災害があったときに倒壊し

て、屋根とか飛んでくるとか、そういうことがあります

ので、そういうことがないように、リフォームなり補修

しておくということが大事ですし、やはりあのゴミ屋敷

になってたりすると臭いが発生するとか、そうなるとや

っぱり定期的に清掃というか、そういうことが必要にな

ってきます。あとは雪の問題とかも出てきますし、多様

な問題、多様な対策があるかと思います。 

 

安藤会長：はい、ありがとうございます。前回の資料に

も、今回の資料にもあります。17ページにあります、劣

化状況っていうのがありまして、特にCランク D ランク

っていうのがかなり危険だという調査の結果を基に掲載

されていると思うんですけども、このランクの危険だな

というものに対して、当然空き家のランクとしてランク

付けされていて、その周辺の方たちが、うちの近くにこ

のランクの空き家があるんだっていうのを知っておくっ

ていうのも、必要なのかなという気がしたもので質問し

たんですけど、C・Dはかなり危険な状態っていうことで

すよね？ 

 

佐藤社長：そうですね。特に D に関しては、いつ倒壊し

てもおかしくない状況です。ただ、先ほどもありました

けど、基本的には所有者になんとかして欲しいというの

があります。ただ、そもそも所有者が分からなかったり

する場合もありますし、そういう場合については、この

後、出てきますけれども、最悪、特定空家に認定して、

強制代執行いうのが最終手段としてはあります。ただ、

そうなると、ほとんど町の予算でやることになってきま

すので、そうなる手前にきちんと所有者、占有者を把握

するとともに、金銭的な問題だとかで、できないのであ

れば、何らかの支援をするっていうのが、今回の計画の

施策になるというふうに思っています。 

 

安藤会長：ありがとうございます。その他ご意見ありま

すでしょうか？まだまだこれからも意見あるかもしれま

せんので、もし振り返ってあるようでしたら意見いただ

ければと思いますので、先に進めさせていただきたいと

思います。 

 

資料説明（Ｐ33 3章 空家等の対策） 

 

安藤会長：はい、ありがとうございます。只今、方針２

空家等の発生抑制という視点での方針ということでの説

明いただきました。中身としては（１）空家等の調査、（２）

良質な既存住宅の形成、（３）空家化の予防に向けた意識

啓発。３つの大きい項目に分類されてますが、どれも非

常に内容が豊富なものであるので、一つ一つご意見を伺

う方がよろしいのかなと思います。ですので、まず一つ

目、（１）空家等の調査の項目について、委員の皆様から

ご意見、あるいはご質問いただければと思いますが、い

かがでしょうか？ 

 

委員：現地調査をデータベース化するというのは、非常

にいいことだと思います。ただ調査をするのは誰がする

のかというのが一番問題かなと思うんですけど、組織が

やるのか、 それとも行政でやるのか、その専門家だった

りとか含めて。形だけの調査になっちゃうのが心配であ

ります。 

 

事務局：令和元年に行った時には行政の方でやりました。 

国の方の交付金を使いまして、前回の時は、業者さんに

依頼をしまして、約 500 万ぐらいかかるということにな

りまして、その半分の 250 万は負担しなきゃならなく、

ちょっと、大きなものでありますが、これは間隔をおい

てやってかなきゃならないかなと思っております。ちな

みにですけども、十勝管内の本別町で毎年やっておりま

す。まあ、間隔を開けて行った方が、値段もかからない

こともあるでしょうけど、中標津はゼンリンさんが住宅

地図を 3 年 1 回作っているということもありますので、

それらのタイミングに合わせて行っていくというような

方法も検討しているところではございます。他の町につ

きましては、3年、5年とかってスパンが延びているとい

う話も聞きますので、中標津でも、そのスパンを開けて

いくっていうことも考えられます。 
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安藤会長：はい、ありがとうございます。ちょっとお聞

きしたかったんですけど、今のところ、データ収集調査

の更新のタイミングは、まだ決められていないんですよ

ね。 

 

事務局：予算の兼ね合いもあるんですが、中標津もけっ

こう変化が激しいので、3年ないし、5年には行いたいと

は思っていますが、もう元年からだいぶ経ってますので、 

この空家計画も5年に 1 度の見直しと考えると、前年に

調査をした方が、見直しをしやすいのではないかなと思

います。 

 

安藤会長：はい、ありがとうございます。他にいかがで

しょうか？ 

 

委員：更新の時に、例えば、不動産屋さんのところで何

かあった時、売買があるんだとかっていう情報がね。せ

っかくデータベース化しているので、それがリンクする

ような方策があればいいんじゃないかと思います。例え

ば、新しく増改した建築屋さんがそこを直したら直しま

したよっていう報告みたいなのがあれば、少しは違うじ

ゃないかっていうね。 

 

委員：今の委員さんが言われてるのはね、役場でやった

こういう調査も我々全然知らない。だから行政が、個人

でやろうと思うより、そういうデータベースをね。俺た

ちと少しリンクしていると、非常にいいんですよね。 

 

安藤会長：調査の方法を、いつも同じようなパターンで

調べるだけじゃなくて、町の中で実際にそういうことに

関わっている人からの情報の吸い上げみたいなようなこ

とも常にやっとけば、新しい情報が入ってくるから、デ

ータが更新していけるというやり方をしていければとい

う話でしょうかね。 

 

委員：僕の商売だから、宅建業務で調べているから、そ

ういう問題ないかの調査は、ちゃんとしなきゃいけない

ので、役場さんで調べたものだけで。我々が担当して売

るっていうことはないかもしれないんだけど、そういう

ことを担当して売るってことはちょっとできない。いず

れにしても、独自でまた調べて、まあ、法的なことはそ

んなに変わらないので、特に問題あるわけではないけ、

中身の問題で、値段の問題とかで、これはちょっとやっ

ぱり摺り合わせしないといけない。 

 

安藤会長：そういう情報があるっていうことも、上手く

データベースとして生かせるような方法がうまくできれ

ば何度も調べなくても情報をうまく使用できるというご

意見というわけだと思いますが、それでよろしかったで

しょうか？ 

 

委員：実績としてはどうなんでしょうか？そのやったっ

ていう調査。調査した結果は、費用対効果はあったんで

しょうか？ 

 

事務局：町の調査自体は個人情報が当然絡んできますの

で、なかなか難しいですけれども、行政内部で予防啓発

に使っています。前回の 500 万は、初回だったこともあ

りまして、GIS に全部落とすっていう作業を行いました。 

作ってから、すぐ火事があって、そこが空き家だったと

いうことがすぐ確認することができて、所有者がわかっ

たというメリットがあります。あとは、それをどう活用

するかっていう部分で、不動産会社から売買したいけど

も、それを持ってる所有者がどこにいるっていうのは当

然聞けない。直接ピンポンして確認するしかないので、 

そういったものに我々もどうぞ言えるようなにするには、

やっぱり本人と接触して空き家バンクとか、そういうと

ころに登録しませんかって話をしとけば、多分情報を出

せると思うんですね。あとは、空き家の実態調査につき

ましては、当然見た目もありますけれども、水道課の閉

栓情報、解体届。それで日々更新をしているような状況

だと思いますので、我々でもある程度は精度を上げるこ

とはできますが、やはりどうしても現地を見なければわ

からないっていうこともありますので、そういった場合

には、業者さんが良いのか、地元のことをわかってる町

内会がいいのか、いろいろな方法を考えながらですね。

空家の調査に関する部分に関しましては、交付金がでた

んですけども、今回の計画を作るにあたりましては、交

付金がつかないという、ちょっと不思議なこともありま

すので、調査についても必ずでるとは限りませんので。 
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安藤会長：はい、ありがとうございます。データは自分

たちでやっているということで、そういう状態っていう

こともわかれば、情報をどうやって集約していくかって

いうことも、わかったんですけれども、色々どうやって

情報をうまく集約していくか方法をつかめれば、最新の

情報入れることができるかなというふうに今の話を聞い

て、思いましたので、その辺、どういった情報もあると

いう窓口も逆に一緒に必要なのかなって思いました。他

にあるでしょうか？ 

 

委員：所有者意向調査と書かれてあるんですが、所有者

が特定できたものが82.5%と、まあ八割以上特定できてる

っていうことであるんですが、残りはどうして特定でき

なかったのかってなんかありますか？あと所有者、どこ

まで調査をどの程度行ったのか？把握できたと思っても、

なんかキーマンが特定できただけで実は蓋を開けてみた

ら複雑な権利関係だったりとか、結構あるかなあと思う

ので、そのあたりキーマンが動いて対応してくれれば良

いというのはあると思いますが、どの程度の意向調査と

いうのがなされたのか？そのあたり教えていただければ

と思います。 

 

事務局：調査した後に固定資産情報などを使いまして、

所有者の方に手紙を出して、それに関しましてお返事が

来なかった方、手紙が届かなかった方などについての追

跡調査は実施しておりません。もうちょっとやりようが

あるのかなと思うんですけども、まだ一回目ってことが

ありまして、簡易的な調査になっております。二回目の

調査の時は、もうちょっと詳しく調査をしようかと考え

ております。 

 

安藤会長：21頁、22頁、23頁に記載されているのが、意

向調査の結果であるということで。例えば、②の空き家

になったきっかけについてって言うことでお答えいただ

いた所有者さんが合計53件。まあ268件中の53件がお

答えいただいているという。たぶん、268件の割合にして

は、設問によっては、答えられてない・答えれてないと

いうことも結構あるのかなというふうに思います。この、

268件の実際での返答した対応っていうのは、お分かりで

しょうか？ 

事務局：お手紙です。賃貸物件に対してもお送りしてい

るので、当然これだと思ったことが聞けないですけど。 

 

安藤会長：今、所有者の意向調査についてのご質問があ

りましたが、他にいかがでしょうか？では、（2）良質な

既存住宅の形成の方にはいってまいります。その中で、

住生活基本計画の資料なども掲載されておりますが、そ

れらも含めてご意見、あるいはご質問頂ければと思いま

すが、いかがでしょうか？ 

 

委員：私たちの会社で空き家の耐震改修の物件がありま

して、それは先に売買、古い住宅を買った建物を新しく

買った所有者が、それを耐震改修するという流れだった

んですけど、これが、非常に大変です。ローン契約が半

年以上、時間がかかりまして、ローンは古いとダメ。新

しくするのが条件だと金額がこれぐらいだというのも含

めて、それでようやくそこから乗っかってきて、ようや

く耐震改修の補助金の話になっていくんですけど、この

辺がもう少しスムーズに行けるような、流れがあればい

いかなっていうふうに思いました。自分が持ってるもの

を耐震改修するんだったらいいんですけど。買ってから

だと、結構大変だろう。なかなか上手く行かないんじゃ

ないかなって思いました。それから、もう一つ、住宅の

基本性能の向上っていうのは、今建てる住宅がほとんど

守られた良い住宅なんですけど、新築はですね。古い住

宅はどうするか？そこが大事なのかなって気がしました。 

 

安藤会長：はい、ありがとうございます。今のご質問だ

と、その助成を受けるためには、手続きをするのに時間

がかかる。 

 

委員：そうですね、はい。あの制度上の問題でちょっと。

その売買するまで、そこを先に裏付けしとかないと、売

買も上手くいかないとか、ローンも上手くいかないとか。

取得する前から動かないとローンが上手くいかないんで

すよね。移転登記してからでないと耐震改修ができない

ですよ。 

 

委員：基本的に築何年っていうのは我々宅建業者で、建

物の評価っていうのはよくみる。大体20年くらい経つと
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半分くらいになる。20年超えて30年になると、ほとんど

価値がなくなる譲渡税が掛からなくなってくる。 

 

安藤会長：今のお話は、この後の良質な民間住宅の形成

ということにも繋がってくる。まあ、重複してくる内容

だろうと今お話を伺って思ったので、これは、本当に空

き家をどういうふうに動かすかっていうことにかかる非

常に大きな問題で、これは制度でなんとできるのかどう

かってことも、やっぱりご検討いただくのも重要で、特

にお年寄りがやるんじゃなくて、若い方からやるって言

った時に、自己資金がなく借りたいけど、対応している

かっていうことを考えていかなきゃいけないっていう問

題ですよね。やはり、いろいろ検討して、少しでも良い

方に、希望者に応えられるようなものを考えていただく

ということが一つある。非常に確信的なお話をいただき

ました。ありがとうございます。この流れの中で、まだ

同じようなご質問ご意見、あるいは良質な既存住宅の形

成の部分の相談窓口の件とかもございますけど、合わせ

て何かご意見いただけますでしょうか？ 

 

委員：ｂなんですけども、資料を見る限り、薄い色にな

ってるんですけど、意味はあるんでしょうか？検討しま

すってなってるので、住宅の建替え、新築に対する支援

方策。やるとすれば、これ町単費しかないですよね？ 

 

事務局：おそらく、そうなると思いますね。 

 

二瓶委員：なんか消極的な感じが見えてくるんですけど。 

 

事務局：薄い濃いは、我々の打ち合わせで赤色にしてい

たものです。要検討事項ということで、皆様にお諮りし

たいなと思っております。 

 

委員：順序としてですね。やっぱり皆さん、民間の中で

促進を促して、そうでないと支援方策がありますよとな

ったら、その次に意識啓発ってあるんですけれど、意識

啓発が進む前に、いずれお金出るならそれまで放ってお

くかとなったら、それがちょっと困るだろうなと感じま

す。 

 

委員：たしかに思います。自分でやっぱり負担しないと

ね。さぼっていても後でもらえるからっていう。 

 

委員：なんかほっといてもどうにかなるみたいな期待を

させるのはっていう気持ちもちょっとあります。もちろ

ん促進されたらいいなと思いますし、その辺りはちょっ

と上手く順序よくしないと、そのまま放置する人とか現

れるかと思います。 

 

安藤会長：今の、梅本委員のお話だと意識啓発が先にや

ってということですね。 

 

委員：イメージにはなりますけど、ただ支援も大事だと

思うので、そこは上手くできれば、先程のローンを上手

く組めないというのは、やはり自己負担を前提にした話

なので、そこがやっぱりスムーズに上手くいくようにす

ればいいなと思います。なんか意識啓発が進まないと思

ってちょっと不安になったかなっていう感じです。 

 

安藤会長：非常に重要な声が聞こえました。ありがとう

ございます。只今、ご意見をいただきましたが、合わせ

て、この次のｃの相談窓口に関しても含めてで結構です

が、ご意見いただけますでしょうか？ 

 

委員：エンディングノートって空家版ってどんなのなん

ですか？人間もあるんですよね。エンディングノートっ

て、自分の持ってるもの、お金をどうするとかなんとか

っていうそういうふうなものですよね。これがなかなか

進まないんですね。 

 

事務局：これは、静岡県の知り合いから取り寄せたもの

なんですけれども、静岡県裾野市というところで、お配

りしているものです。元々は、先ほど委員がおっしゃら

れた人版のものを空き家にしたものです。それで、空き

家を放っておくとこうなりますよ。そうなる前にこんな

ことをしましょうっていう単純なものなんですね。 

これだけでも結構、意識が違う。これは、全戸配布では

なくて希望者に渡しているらしいんです。で、これの資

料を作るのは、民間業者にお願いして、裏に色んな広告

載せたりしてただで作ってますということで、そういっ
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たものを活用してやってるっていう話を聞きました。 

 

安藤会長：前回の資料の中でもありました、空き家予備

軍。かなりの数いらっしゃるというところで言えば、こ

の方たちに今のエンディングノートのようなものを、見

る機会を作って、意識してもらって、その家を所有され

ている方だけじゃなくて、いずれそれを相続する可能性

もある方に対しての、啓発にも繋がっていくかなと思う

んですけども、ご本人だけじゃなくて、お子様とか、あ

るいは相続される方にも一緒に考えていくためのきっか

けづくりにはなるのかなということがあるので、こうい

う対応が、自分が該当者になるかもという意識啓発にも

なるという、非常に良い例だと思います。非常に今のお

話聞いて、いいものだなと実感しましたので、是非ご検

討を頂きたいなと。やり方はいろいろあるのかもしれま

せんが、意識啓発のための良いものではないかなと思い

ます。他にいかがでしょうか？ええ、方針１で１時間ぐ

らいかかりました。じゃあ、ちょっと先に進ませていた

だいてもよろしいでしょうか？はい。では、続いて方針

２、空家等の流通。あるいは、利活用ということなんで

すけど、この内容、まずは、（１）の適正管理の促進とい

うことなんですが、データベース化や、実態把握のため

の取り組みということで、なにかご意見いただければと

思いますが、いかがでしょうか？ 

 

委員：eの空家片付け、家財整理の支援方策の検討に関し

て、実は先日、親戚が亡くなって、片付けをしてきたん

ですけど、２LDKで三十何万。もうその場で見て、いくら

くらいかかるってすぐ見てくれる業者がよそは何件もあ

る。少しそういう所が増えてくると片付けも少し楽にな

るかなあって。お金さえあれば。 

 

委員：お金無い人もいますからね。結構うちもやってま

す。身寄りがいないとか、そういった時は、マンパワー

で。役場で2t車を借りて、やってます。今回は、公住で、

まあ、ほとんどが公住なんですけど。役場に片付けてね

って言われるんですよ。 

 

事務局：入居前の時に戻していただくのがきまりですか

ら、やっぱり当然、公営住宅に入りたいという方はたく

さんいらっしゃいますので、そのままにしておくわけに

はいかないので、なるべく早く片づけをしてくださいと

していますので。 

 

安藤会長：今の（１）適正管理の促進の中での前半のabc

だったりは、最初のデータベース化とも少し重複すると

こなので、あの今日協議いただいた内容も含めて反映さ

せることも可能だと思いますので、もし意見がなければ

次に進めさせていただきたいと思うんですけどもよろし

いでしょうか？じゃあ、続いて（２）空き家の跡地の利

活用の促進ということなんですけれども。これについて

はいかがでしょうか？空き家バンクの話もありますし、

寄付制度の検討もありますし、支援制度の検討もありま

すし、いかがでしょうか？この周辺で、空き家バンクを

自治体で活用している自治体はありますでしょうか？ 

 

委員：標津町。町が、情報管理して物件を、自分が買い

たいとか、売りたいとか。それは個々でやって、町は、

その情報を提供するだけ。 

 

委員：標津町には不動産屋さんが無いからやってるんだ

よね？ 

 

委員：そうだね。 

 

委員：これ、北海道の空き家バンクですよね？ 

 

事務局：これは標津町だけのものです。 

 

安藤会長：先進的にやってる実際の例でしたけど。まあ、

これも一つの方法と言う事ですけど。今の利活用のお話

を含めてご意見等ございますでしょうか。 

 

委員：空き家の利活用っていうのは、例えばリフォーム

をするなりなんなりっていうのは付き物な気がしますし、

そのことによって、流通が増える。そういったことを条

件になんかしてる例とかってありますか？ 

 

佐藤社長：たとえば、リフォーム費用の 1/3 ですとか、

上限50万とか色々あるかと思います。 
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安藤会長：実は、北広島市もリフォームの物件に対して

補助最大10、20万とかっていうことはやってたことはあ

りました。今は、やってないんですけども、それが毎年

市の予算も決まってますんで、例えば1軒あたり10万。 

それを、6軒までっていうのをやってたんで、だんだん予

算が厳しいってなって、やらなくなってしまってますけ

ども、それで一時期、町外から人を呼ぶということをや

ってました。 

 

委員：空き家をなんとかしようじゃないかっていう政策

でやっているのであれば、貸し出しですよっていうふう

な条件が強いから、ちょっと別の要件になるから、そう

いった要件をつけてやってるとこあるのかな？ 

 

佐藤社長：少し確認します。 

 

安藤会長：他にありますでしょうか。 

 

委員：今の話で、例えばその空き家を１回買ってリニュ

ーアルして売り出す。これって不動産業？ 

 

委員：買うっていうか、買わないでその人から請負業で

やってその人が売ればいい。買うっていうことになっち

ゃうと不動産業になっちゃう。結局、宅建業者がすべて

含めて直して売るっていうとハードルが高くなっちゃう。

全ての責任は宅建業者になってしますので。 

 

安藤会長：私の不手際で、方針１が終わりまして、方針

２に入ったんですけど、方針２について、まだ説明をし

ていただいてなかったので申し訳ないんですけど、改め

て事務局から説明をお願いいたします。 

 

資料説明（Ｐ40 方針2空家等の流通・利活用の促進） 

 

安藤会長：ありがとうございました。今の説明を含めま

して。さらにご意見をいただければと思います。今の話

の中では、空き家バンクの話もありましたし、改めてご

説明いただいた中に、寄付制度の問題も出てまいりまし

た。あと、cとbの支援制度、町の施策に基づく活用の検

討ということでお話いただきましたが、先ほどの継続し

てでも構いませんし、この中からさらにご意見ございま

したらお願いいたします。 

 

委員：なんか寄付したいって結構来てますか？うち今年2

件あったんですよ。社協にやるわって、アパートなんで

すよね。おじいちゃんおばあちゃんが施設に入っちゃっ

て。高齢者でお金ない人をアパートに入れようかなと思

ったけど、ちょっと使い勝手悪いし、うちから遠いから

やめたんですけど。街中ってありますか？ 

 

事務局：年に 1.2 件はあります。ただ、町としても町有

地を処理している状況にも関わらず、それをまた受け入

れるというふうにならないかなって思ってます。もし、

仮に受け入れるとしたら、全て受け入れると収拾がつか

なくなるので、なにかしらの条件はつくかと思います。 

 

安藤会長：他にいかがでしょうか。なければ次に進めさ

させていただければと思いますが、いいでしょうか。で

は、方針３特定空家等への対応ということでお願いいた

します。 

 

資料説明（Ｐ42 方針3特定空家等への対応） 

 

安藤会長：ありがとうございました。方針３、特定空家

等への対応ということで、この特定空き家の定義も当然

でてくると思いますし、それに関わるということもその

可能性で出てくるっていうことを前提での対応とかのご

説明していただきました。この中身につきまして、ご意

見等ありますでしょうか。 

 

委員：勧告を受けた特定空家等については、固定資産税

及び都市計画税に係る住宅用地特例の対象から除外する

っていうのは詳しく。 

 

事務局：建物を壊すと固定資産税が上がるから壊せない

っていう人がいるので、それはできないよといったもの

になります。 

 

委員：公的に大丈夫？ 
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事務局：特定空家になれば出来るようになりました。 

 

安藤会長：まあ、こういうことがお分かりであれば、特

定空家にならないための準備してくださいっていう。ま

あ、そうならないためにどうするかっていうところが、

ここの今やってる解消っていうところの内容だと思いま

すけど、ええ、それも含めていかがでしょうか。 

 

委員：除却補助ですよね。それをどう扱うかですね。さ

っきも話した通り、最後になってから補助金を出すの

か？その前に壊した人は何も当たらないのか？その辺が

難しいところかと思いますが。 

 

安藤会長：ちょっと私、誤った情報をお話してしまいま

したが、今、北広島は空き家解体補助というのは、1軒上

限30万円まで補助を出してます。もう年間予算は決まっ

てますので、年間 20 戸まで予算としてみていますので

600万。そして、先ほどのリユース住宅の活用サポート補

助というのも、リフォームする費用の1/5を補助します。

最大限20万までということで、これも予算をとってます。 

あと住宅のリフォーム支援に関しては、市内の業者を使

うということが前提で、これも10万というところで補助

しています。この準特定空家というのも、あのまさに北

広島でも取り入れた方法で、まさに説明の中にあった特

定空家にはしたくないから、そうなる前のフィルターと

して準特定空家というものにして、その段階で食い止め

られるようにと言うのを前提で、一応条文の中には、北

広島市空家等の適切な管理に関する条例の中で、整理し

て、特定空家には該当しないけれども、適切な管理が行

われていないことにより周辺の生活環境の保全を図るた

めに放置することが不適切である状態であると認められ

た空き家いうことで、ここでこれは準特定空家だろうと

いうことで認定するということはやっています。ですの

で、準特定空家に認定された所有者に対して、改善を求

めるっていうやり方はやっています。 

 

委員：準特定空家だったら、その特定空家に移るときに

条件みたいなものは？ 

 

安藤会長：それはもう特定空家という規定がありますの

で、準特定空家になってもそれが改善されないまま特定

空家に該当するとなった場合だけ特定空家になります。 

 

委員：例えば、3年とか5年とか期間などは 

 

安藤会長：ちゃんと期間などの細かいとこまでは決めて

ないです。ですので、あの準特定でかなり所有者に対し

て、改善してくださいということで、今まで準特定で指

定されたもので、今のところ４事例あって２つが改善さ

れたものと２事例がされてないままでいうことで。特定

はないんですけども。準特定で４事例があって、その内

２事例が除却されたものと、あとは改善されたものがあ

って、２事例がなくなって、２事例が準特定空家のまま

で残っているというのが現状です。いずれ改善されない

と、特定に移行する可能性もあるかと思います。すみま

せん、ちょっと北広島の話になってしまいました。他に

ご意見ございますでしょうか。なければと先に進めさせ

ていただきたいと思います。では、続いて４章対策の実

施体制についてご説明いただきたいと思います。 

 

資料説明（Ｐ44 4章 対策の実施体制） 

 

安藤会長：ありがとうございました。この内容について

皆様からご意見等ございましたらお願いいたします。い

かがでしょうか。はい。それでは、本日予定しておりま

した内容につきましては以上となります。全体を通して

何かご意見ありますでしょうか。はい。では、本日は、

この後に、まちづくり町民会議というのを開催予定をし

ていたわけなんですが、延期ということになりましたの

で、事務局の方からお願いします。 

 

・議事（2）まちづくり町民会議（空き家編）の開催につ

いて 

事務局：資料にお配りしてありますチラシですが、まち

づくり協議会（空き家編）これから空き家どうしようと

いう表題で8 月号の中標津広報や各種SNS で周知しまし

た。計画策定基準に予定しておりました町民ワークショ

ップの開催案内でございます。25名ほど住民の参加を募

集しまして、本日夜 7 時より中標津町総合文化会館で、

中標津町の空き家の現状や、グループに分かれて意見交
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換をしたり、空家等対策計画に向けての住民の方々の意

見をいただく目的で開催を予定しておりましたが、町内

での新型コロナウイルス感染症が 7 月の中旬頃より徐々

に増加しまして、150 人を超える感染となっております。

医療体制のひっ迫の状態になりかねない状況であること

から、開催日の延期の措置をとることと致しました。誠

に残念ですが、9月中の開催で再度検討して行きたいと思

います。日程が決定しましたら改めまして、皆様にもお

知らせ、住民の方への周知・募集をしたいと思いますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

 

安藤会長：はい、ありがとうございます。今のご説明に

もありますように、今日のテーマになります。空家所有

者のみなさんの意識啓発にも繋がるイベント、事業であ

ろうかというふうに思いまして、皆様も、もしお時間あ

るようであれば、ぜひともご参加いただければというふ

うに思いますので、どうかよろしくお願いします。でき

れば、私も参加したいと思っていますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。本日の議題はすべて終了となり

ました。事務局からはその他については、特に今日はな

いというふうに報告を受けておりますので、私の方での

内容は以上で終わらせていただきたいと思います。 

 

閉会 中標津町都市住宅課長 佐瀬 光史 

安藤会長、長時間にわたる進行ありがとうございました。 

本日皆様よりいただきましたご議論と、延期としました

「まちづくり町民会議」のご意見を基に、空家等対策計

画の内容を取りまとめまして、予定では１１月に第３回

の協議会を開催して皆様にまたご議論していただきたい

と予定しております。次回開催の日程につきましては準

備でき次第皆様へご連絡差し上げたいと思っております

ので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

本日は、長時間に渡る会議大変お疲れ様でございました。

以上で終了となります。ありがとうございました。 

 


